
第１５０１回例会 ２０１６年６月３０日(木)(曇）

司 会 前 肇副幹事

点 鐘 米山君夫会長

合 唱 ｢我等の生業｣(山谷洋子さん)

ビジター紹介 タイ王国３３４０地区ナコンラチャシマＲ

Ｃパストガバナー シリ様 シュムペーＲＣの皆様 トラ

ートＲＣの皆様 コンシャントラートＲＣの皆様 秦野市

長古谷義幸様 第２７８０地区第７Ｇガバナー補佐矢野一

博様 秦野市消防長小清水俊明様 秦野市消防署長飯田

優様 警防対策課長住吉勝美様 警防対策課主査高橋英士

様 かながわ２７８０ロータリーＥクラブＳＡＡ原 いづ

み様

○ 皆さん、こんばんは。いよいよ今年度最後の例会とな

りました。この一年ロータリークラブの活動に対しま

して、役員はじめ会員ご家族の皆様の御協力を頂き、

心から感謝し、御礼申し上げます。ありがとうござい

ました。

さて、日本にタイ国からのお客様はお見えになりまし

た。あらためて皆様にもう一度盛大なる拍手をお願い

します。ようこそ、秦野名水ロータリークラブにおい

で下さいました。私たちロータリアン一同、喜んで皆

様の来日を歓迎いたします。

２０１５～１６年度の私達ロータリークラブのテーマ

「みんなで社会の役に立つ事をしよう」を合言葉に、

奉仕活動を進めて参りました。その事業の一貫とした

今回の消防車を貴国ロータリークラブに贈らせて頂く

こととなりました。

さて、先程は秦野市消防庁舎にて、古谷年度並びに米

山年度として、計３台の消防車両の贈呈式が、秦野市

長ご同席のもと盛大に行われました事をここに皆様に

ご報告申し上げます。更に消防庁舎に於いて施設の見

学や隊員によります訓練の様子等を見学させて頂きま

した。私達秦野名水ロータリークラブが責任を持って、

貴国タイまで３台の車両をお送りする事を約束いたし

ます。

タイ国に贈られます日本の消防車両が、皆さんの国で

再び社会の為に役に立ち活躍する姿を想像しますと、

私は胸が熱くなるのを感じます。この国際奉仕活動に

よる事業が、今後、秦野名水ロータリークラブと貴国

ロータリークラブの友情の架け橋を成る事を願ってい

ます。

私たちの住むこの秦野は東京から１時間ほどの神奈川

県西部に位置しています。人口は１７万人です。周囲

を山々に囲まれた緑豊かで自然に恵まれた町です。皆

さんは驚かれると思いますが、この街の地下には豊か

な水が流れています。日本で一番おいしい名水として

選ばれました。私たちクラブの名前はこの名水を冠に

して、秦野名水ロータリークラブと名付けました。

秦野を始めこの日本は、どこでも、いつでも、自由に

水を飲む事が出来ます。皆さんの時間が許せば、ゆっ

くりと日本の自然を楽しんで行って下さい。喜んでい

ただけるところがたくさんあります。今回の皆さんの

来日を、両国ロータリークラブの友情の証として、後

ほどバナーの交換をさせて頂きます。

そして、今後、友好の輪が広がり、長く交流が出来る

事を心から願って、歓迎の言葉といたします。ありが

とうございました。
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○ タイ王国３３４０地区 ナコンラチャシマＲＣ パス

トガバナー シリ様 挨拶

○ バナー・バッジ交換

○ 記念品贈呈

○ 前 肇君 ｢スマイルします｣

○ 諸星道治君 ｢タイＲＣの皆さん、ようこそ名水ＲＣへ。

今日の消防自動車贈呈式、お疲れさまでした。米山・

梅原年度、ご苦労様でした｣

○ 東島礼美さん ｢タイからはるばるお越し頂き、感激で

す。楽しんで行って下さい｣

○ 淵脇美代子さん ｢タイＲＣの皆様、遠い所ありがとう

ございます。梅雨の日本を楽しんで下さい｣

○ 桐山晃忠君 ｢タイ王国のロータリーの皆様、ご苦労様

です。充分楽しんで行って下さい｣

○ 高橋幸雄君 ｢タイＲＣの皆様、ようこそ。米山・梅原

スマイル報告



年度、ご苦労様でした｣

○ 北村俊和君 ｢一年間ご苦労様でした｣

○ 北村まり子さん ｢米山会長、ご苦労様でした｣

○ 山本裕宣君 ｢タイＲＣ様、遠い所お越し頂きありがと

うございます。米山・梅原年度、一年間ご苦労様でし

た｣

○ 吉田久美子さん ｢松永鉄駒さんの長唄と三味線、お楽

しみください｣

合計28,000円

司会 陶山典之親睦活動委員長

◎松永鉄駒さんの長唄と三味線

１、開会の挨拶 原 郁夫副会長

２、シュムペーＲＣ会長挨拶

３、秦野市長 古谷義幸様挨拶

４、乾杯 古谷スミ子さん

５、消防自動車贈呈これまでの経緯 高橋幸雄君

２００４年 秦野市より中古消防車についての話を頂

き、名水ＲＣを通じてタイ国への贈呈の話

を進める。タイ国ナコンパナムＲＣとの打

ち合わせがスタートしました。

２００６年 ナコンパナムＲＣ １台贈呈

２００７年 ナコンパナムＲＣ １台贈呈

懇親会



トラートＲＣ １台贈呈

２００８年 チャンタミニットＲＣ ２台贈呈

２００９年 ナコンパナムＲＣ １台贈呈

２０１０年 ナコンチャラシマＲＣ ２台贈呈

２０１１年 チャンタミニットＲＣ １台贈呈

２０１２年 ラオス・ナニムロメック件 １台贈呈

２０１５年 プアセイ市 １台贈呈

トラート市 １台贈呈

２０１６年 シュンペイＲＣ １台贈呈

２０１７年 ２台贈呈予定

合計１５台になります。８年以上かけての名水ＲＣの継

続事業になり、地区のＲＣからも高い評価を得ています。

毎回タイ国での贈呈式に参加していますが、そのたび暖か

い歓迎を受けています。空港よりパトカーの先導、会場へ

の送迎。秦野市消防士ＯＢの方にポンプ車の操作指導を受

け、整列の仕方から放水、ハシゴ車での操作等、最後には

日本式の警礼をして頂き、つながりを強く感じた思い出が

よみがえりました。街中をパレードした時には、皆様が道

路に出て、手を握り暖かい歓迎を受けた事も印象に残って

おります。

名水ＲＣの会員として長く続けていきたい事業だと痛

感しております。地方では、まだまだ消防車が必要な地域

があると思います。火事の他にも田畑に水をまいたり、大

事に消防車が使われていると聞き、大変うれしく思ってい

ます。

今回は日本で贈呈式が出来ることに感謝しております。

贈呈した１４台の消防車が現役で活躍している事はこの上

なく嬉しい事だと思います。

６、第７グループ矢野ガバナー補佐 ハーモニカ演奏

７、｢手に手つないで｣ 酒井健一君

８、閉会の挨拶 酒井健一君


